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【資料１】本市におけるごみ処理の経緯 

 

年 度 イ ベ ン ト 

昭和 26 年 ごみ処理は各区ごとに自家処理し、農業利用を行っていた 

昭和 36 年 田辺区でごみ収集開始 

昭和 59 年 ５分別収集実施（10月） 

昭和 61 年 分別収集区分の変更（５→６分別） 

平 成 ４ 年 集団回収・生ごみ自家処理容器補助金制度開始 

平 成 ５ 年 
ごみ収集日を週６日→５日に変更 

事業系ごみ処理手数料変更（10kg：40円→100円） 

平 成 ８ 年 
ごみ処理基本計画策定 

分別収集計画策定 

平 成 ９ 年 
京田辺市ごみ減量化推進委員会の設置（５月13日） 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定（３月） 

平成 10 年 
分別収集区分の変更（５→９分別） 

ごみ袋の変更（透明または白色半透明）（10月～） 

平成 13 年 
事業系ごみ処理手数料変更（10kg：100円→150円） 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定（３月） 

平成 14 年 第１回リユースフェア開催 

平成 15 年 剪定樹木等の非燃焼化（チップ化）開始 

平成 16 年 
分別収集区分の変更（９→10分別） 

スプレー缶の収集開始（爆発、火災対策） 

平成 18 年 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定（10月） 

京田辺市水害廃棄物処理計画策定（10月） 

京田辺市震災廃棄物処理計画策定（10月） 

平成 19 年 
市民団体「京田辺エコパークかんなび」設立 

プラザ棟内にてリユース品常設展示・頒布開始（10月～） 

平成 22 年 にこにこ収集（収集福祉サービス）開始（１月～） 

平成 23 年 

京田辺エコパークかんなびキララ店開設（６月～） 

京田辺市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定（８月） 

家庭ごみ組成分析調査（３月） 

平成 25 年 「京田辺市ごみ減量化推進審議会」に名称変更（附属機関化：３月） 

平成 26 年 小型家電リサイクル開始 

平成 27 年 
事業系ごみ収集運搬業及び処分業の許可制度導入 

京田辺市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定（２月） 

平成 28 年 

分別収集区分の変更（11→14分別）（10月） 

プラスチック容器包装の分別収集の開始（10月～） 

紙ごみの分別収集の開始（10月～） 

粗大ごみの有料化・指定場所までの収集の開始（10月～） 

市民持込ごみの有料化（10kg：150円）（10月～） 

平成 29 年 「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」への参加（４月～） 

平成 30 年 

ごみ収集地区の一部変更（10月～）（収集日の重複解消） 

災害廃棄物処理計画策定モデル事業（近畿ブロック） 

家庭ごみ組成調査（３月） 

令 和 元 年 災害廃棄物処理計画策定（２月） 

令 和 ３ 年 
廃棄物の減量及び適正処理の促進に関する条例の一部改正（持ち去り禁止条例）（７月～） 

ごみの「収集日」「分別案内」をLINE(ライン)で運用開始（９月～） 
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【資料２】ごみ処理量の推計に関する資料 

2-1 発生量の推計方法 

（１）ごみ排出量 

① 将来人口は京田辺市将来人口推計（平成30年度推計）に過去３年の京都府推計人口と京田

辺市将来推計人口の比率を乗じて補正。 

② ごみ排出量原単位をごみの種類ごとに複数の予測式の中から最適な予測式を用いて推計。 

③ これらの排出量原単位に人口推計値及び年間日数を乗じてごみ排出量を推計。 

（２）資源化量 

① ごみ排出量の予測値に中間処理における過去３年の資源化率平均を乗じて推計。 

② 集団回収量は複数の予測式の中から最適な予測式を用いて推計。 

 

2-2 減量目標の設定 

１人１日当たりの減量目標を設定し、年度ごとの達成率を乗じて、ごみ発生抑制後の排出量を推計し

ました。減量目標設定の考え方を図表70に整理しました。 

ごみ質調査結果や既に取り組んでいる減量施策による資源化量及び本計画で位置付けられ

た「減量施策」を勘案するとともに、先進都市事例を参考にするなどにより、ごみの発生抑

制量や資源化量の個別目標を積み上げ、総合的な減量目標を策定しました。 

 
図表 70 ごみの減量目標設定の考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみ種類別に複数の予測式から 

最適な予測式を選択 

［Ｃ１］家庭系：ごみ種類別排出量の推計（ｔ/年）Ｃ１＝Ａ１×Ｂ×年間日数÷106 

［Ｃ２］事業系：ごみ種類別排出量の推計（ｔ/年）Ｃ２＝Ａ２×年間日数 

［Ｄ］１人１日当たりの 

減量目標設定（g/人・日） 

［Ｅ］１人１日当たりの 

資源別目標設定（g/人・日） 

［Ａ１］家庭系：ごみ種類別１人１日当たり排出量の推計（ｇ/人・日） 

［Ａ２］事業系：ごみ種類別１日当たり排出量の推計（t/日） 

［Ｂ］人口の推計（人） 

（京田辺市将来人口推計を補正） 

［Ｇ］資源化量の目標（ｔ/年） 

Ｇ＝基準年度排出量 

＋（Ｅ×達成率×Ｂ×年間日数÷106） 

［Ｆ］ごみ排出量の目標（ｔ/年） 

Ｆ＝基準年度排出量 

－（Ｄ×達成率×Ｂ×年間日数÷106） 
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2-3 ごみ種類別の予測結果 

（１）家庭系・燃やすごみ 
 

 
 

 
家庭系・燃やすごみについては、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（２）家庭系・粗大ごみ 
 

 
 

 
 

家庭系・粗大ごみについては、決定係数がいずれも低いが、減少傾向が比較的緩やかなべき乗

式を採用した。 
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（３）家庭系・不燃ごみ 
 

 
 

 
 

家庭系・不燃ごみについては、増加傾向が比較的緩やかなルート式を採用した。 
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（４）家庭系・空きカン 
 

 
 

 
 

家庭系・空きカンについては、決定係数が比較的高く、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を

採用した。  
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（５）家庭系・空きビン 
 

 
 

 
 

家庭系・空きビンについては、減少傾向が比較的緩やかなルート式を採用した。 
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（６）家庭系・ペットボトル 
 

 
 

 
 

家庭系・ペットボトルについては、増加傾向が比較的緩やかなルート式を採用した。 
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（７）家庭系・紙パック 
 

 
 

 
 

家庭系・紙パックについては、減少傾向が比較的緩やかな自然対数式を採用した。 
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（８）家庭系・乾電池 
 

 
 

 
 

家庭系・乾電池は予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
  



 

86 

 

（９）家庭系・小型家電 
 

 
 

 
 

家庭系・小型家電は収集を始めた平成 26（2014）年度からの実績で予測し、増加傾向が比

較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（１０）家庭系・プラスチック容器 
 

 
 

 
 

家庭系・プラスチック容器は収集を始めた平成 28（2016）年度からの実績で予測し、増加

傾向が比較的緩やかな自然対数式を採用した。 
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（11）家庭系・古紙、段ボール 
 

 
 

 
 

家庭系・古紙、段ボールは収集を始めた平成 28（2016）年度からの実績で予測し、増加傾

向が比較的緩やかな自然対数式を採用した。 
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（12）事業系・燃やすごみ 
 

 
 

 
 

事業系・燃やすごみについては、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（13）事業系・不燃ごみ 
 

 
 

 
 

事業系・不燃ごみは予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（14）事業系・埋立ごみ 
 

 
 

 
 

事業系・埋立ごみは予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（15）事業系・剪定枝 
 

 
 

 
 

事業系・剪定枝については、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（16）事業系・不法投棄物、災害ごみ等 
 

 
 

 
 

事業系・不法投棄物、災害ごみ等は予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとし

た。 
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（17）集団回収 
 

 
 

 
 

集団回収については、決定係数の高い指数式を採用した。 
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